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シンポジウム「皮膚，体，食事，睡眠を知り，美しく年を重ねる」

コラーゲンペプチドの効果のメカニズム
Mechanism for Beneficial Effect of Collagen Peptide upon Ingestion
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【目的】
コラーゲンペプチドの経口摂取により皮膚の水分量の低下の抑制，シワの容積の減少などの有益な作用がプラセボ
対照試験により報告されている。また褥瘡の治癒促進等も報告されている。しかし，従来経口摂取したペプチドは消
化吸収過程でアミノ酸に分解され，特別な機能を持つとは考えられないとされていた。しかし，コラーゲンペプチド
を摂取した後のペプチドの消化・吸収は十分調べられていなかった。本研究ではコラーゲンペプチドを摂取した後，
ヒト末梢血に移行するペプチドの含量，構造，機能を調べ，コラーゲンペプチド摂取による効果のメカニズムを解明
することを目的とする。

【方法】
市販のコラーゲンペプチドを健常ボランティアに経口投与（最大20 g）し，末梢血を経時的に採血した。血漿の除
タンパク質画分のペプチド型ヒドロキシプロリン（Hyp）をアミノ酸分析で測定した。また含まれるペプチドをサイ
ズ排除クロマトグラフィーで分離後，逆相 HPLCで分離した。分離を改善するため，PITC, AccQ等の試薬で誘導化を
行った。検出は UVまたは質量分析計で行った。同定したペプチドをマウス皮膚より遊走してきた線維芽細胞に作用
させ，遊走細胞数，プラスチックおよびコラーゲンゲル上での細胞増殖を調べた。さらに遊走してきた線維芽細胞を
間葉系幹細胞マーカーである p75NTRで免疫染色した。

【結果】
コラーゲンペプチドを摂取したヒト末梢血中には最大200 μMにもおよぶペプチド型 Hypが存在し 1），経口摂取さ
れたコラーゲンペプチドはかなりの部分がペプチドとして血中に吸収されることが明らかになった。主成分は Pro-
Hyp, Hyp-Gly, Pro-Hyp-Gly等のジ・トリペプチドであった。マウス皮膚から遊走してきた線維芽細胞は初期には
p75NTRを発現していたが，培養を繰り返すと p75NTRを失っていった。p75NTR陽性線維芽細胞は Pro-Hypを取り
込み増殖が促進された。一方，p75NTR陰性線維芽細胞は Pro-Hypに反応しなかった 2）。

【考察】
p75NTR陽性細胞は創傷治癒部位に集積することが知られている。そのため創傷治癒部位の p75NTR陽性細胞はコラー

ゲンペプチドの摂取により増殖し，創傷治癒を起こすが，正常組織の p75NTR陰性細胞は増殖しないと考えられる。

【まとめ】
コラーゲンペプチドの摂取により Pro-Hypが吸収され，ダメージを受けている組織の線維芽細胞を増殖させること

で有益な作用が生じると考えられる。
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